
・ 年々、設備工事の比率は増加傾向にある。

・

　建築生産委員会設備部会・総合施工専門部会では、会員各社の設備工事の実情を把握
するために、完工高や技術者数等の基礎データを30年にわたり調査をしてきました。
　この調査結果のうち、設備工事比率、用途別比率について公表致します。
　（調査対象：建築生産委員会所属会社35社程度）

設備工事　実態調査報告（第1回）

徐々に“住宅”の比率が減少傾向にあり、“事務所”の比率が増加傾向にあ
る。
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